
地域防災をどう進めるか
－災害から学び備える－

上田市防災シンポジウム 令和6年12月14日 上田文化会館ホール

信州大学 教育学部 廣内 大助

2024年1月能登半島地震で隆起し干上がった輪島市門前町皆月漁港

１．令和６年能登半島地震はどんな地震だった

2024（令和6）年1月1日 1610分発生 M7.6
震度７ （石川県志賀町）
震度６強（石川県七尾市,輪島市,珠洲市,穴水町）

・津波
大津波警報発令、1月時点で最大約4m（到達高）

・人的被害（2024年7月1日現在 内閣府資料）
死者281名、重傷349名、軽傷977名

・住家被害（7月1日現在）
全壊8429棟、半壊21370棟、一部損壊97510棟

・避難者の状況（2024年1月4日現在）
避難者数 34､173名（石川県のみ）

・断水 68,840戸（最大数）
・停電 40,500戸（最大停電時1月1日時点）

・携帯電話 （七尾市、輪島市、珠洲市、穴水町、能登町）で支障（122局停波）

能登半島周辺の活断層

断層面は能登半島の下（南東）へ傾斜。南東側が北西側へ
乗り上げる逆断層．本震は深さ約16km。(防災科研資料）

地殻変動の解析結果

地震前後における衛星と地表と
の距離を測定。両者の差によっ
て地殻変動を検出する（国土地
理院資料）。



地殻変動（隆起）
によって干上がっ
た皆月漁港（輪島
市門前町）

地殻変動（隆起）によって
約200ｍ近く干上がった
海岸線（輪島市門前町） 津波が浸水した倉

庫内

50％以上の家屋

が倒壊（輪島市
町野町）

ビルも倒壊（輪島市）



能登半島と長野県はいずれも新生代第三紀の堆積岩や火成岩である
⇒新しく脆いため、地震や雨で崩れやすい

善光寺地震

市中での死者2486名（その内 旅人1029名）

全体での死者は，8000～12000名とされる

善光寺如来のご開帳期間にあたり，参詣客が市
内に集まっていた．

善光寺地震と山崩れ：善光寺地震災害研究グループ，1994による

・1847年5月8日（旧暦 弘化4年
3月24日）夜8時頃に発生

・推定M＝7.4の典型的な内陸
直下型地震（活断層による地震）

宇佐美龍夫による

２. 長野県に被害を及ぼした過去の
直下型地震

善光寺境内の様子「地震後世俗
語之種」より

地震直後の善光寺町
の惨状「地震後世俗語
之種」より

犀川を堰きとめたた崩壊の
風景 せき止め湖の水深
は最大60mに達した
「地震後世俗語之種」

犀川を堰きとめた岩倉山
の崩壊 「信州地震大絵
図」の一部



現在も善光寺に残る地震の痕 落下
した鐘がつけた傷とされる

善光寺境内にある地震塚

３．長野県の活断層，その被害予測

境峠・神谷断層帯

木曽山脈西縁断層帯

長野盆地西縁断層帯

糸魚川-静岡構造線断層帯

長野県には非常に多く
の活断層が分布してい
る！

（主要なモノだけに名称を付してい
る）

伊那谷断層帯

阿寺断層帯

県内の多くの盆地は，
活断層の位置と対応
→断層活動によって
形成された盆地である

長野

松本

諏訪

飯田

上田

詳細図（：都市圏活断層図 長野図幅）

長野盆地西縁断層帯 1847年の「善光寺地震」を起こした震
源断層とされる活断層

飯山市北部～長野市南部
の58kmに分布し，長野市
直下を走る！

信
州
大

善
光
寺



日本の活断層図の大元資料．日本
の活断層分布図と資料（活断層研
究会編，1991）東大出版会
短い断層など情報量の少ないも
のは殆どノーマークのまま

小諸の滝原断層上田市

糸魚川―静

岡構造線活
断層帯

断層名 信濃川断層帯
糸魚川静岡構造線断

層帯
木曽山脈西縁断層帯 境峠神谷断層帯 伊那谷断層帯

長さ 58ｋｍ 140-150km 46km 47km 79ｋｍ

地震規模 M7.4-7.8 M8.0程度（単独；M7.4) M7.6 M7.6 M8.0

今後30年確率 ほぼ0% 14%（中部） ほぼ0%（南部は0-4%) 0.02-13% ほぼ0%

活動間隔 800-2500年
1000（牛伏寺），茅野

1300-1500
6400-9100年（南部は

4500-2400年）
1800-5200年 5200-6400年

単位変位量 2-3m
6-9m（牛伏寺）、5-6m

（茅野）
3m（南部は1m) 4m 6m

前回1300年前以降、
900年前以前

断層名 阿寺断層帯
十日町盆地断層帯西

部
十日町断層帯東部 高田平野断層帯西部

高田平野断層帯東
部

長さ 66km 33km 19km 30km 26km

地震規模 M7.9 M7.4 M7.0 M7.3 M7.2

今後30年確率 ほぼ0（北部は6-11%） 3%以上 0.4-0.7% ほぼ0% 0-8%

活動間隔
1800-2500(北部)，1700

（南部）
3300年 4000-8000年 2200-4800年 2300年

単位変位量 4-5m 2-3m 1-2m 2-3m 2m程度

長野県と周辺の活断層の評価 地震調査研究推進本部による

13-30%（中北部）
明科~諏訪湖、1-
8%（中南部）茅野

確率論的地震動予測地図

2018年1月1日を起点とし
た今後30年以内に震度6
弱以上の揺れに襲われる
確率を推定したもの．

メッシュは1km

３０年以内に震度６弱以上に見舞われる確率

全地震
主要110断層帯
の固有地震

＋
海溝型地震

＋
その他の地震

海溝型地震の影響を受ける
地域を除いた内陸地震発生

確率は長野県で最も高い地震調査研究推進本部，2021

上田市の被害想定
糸魚川ー静岡構造線活断層帯の全体が活

動した場合

全県
死者数：7000
負傷者：30,000
避難者：367,500（被災二日後）

上田市
揺れによる全壊 5070棟、半壊7980棟
死者2010名、重傷者1140、負傷2200
避難者数30,320名（被災二日後）

市人口151,869人、世帯数70,152(R6.8)



県の予測より詳細なも
のがあった方が良い

詳細な地震動予測地図の整備

・被害発生箇所の確認

・住民の安否確認

・独居老人など要援護者対応

・怪我人の応急処置と搬送

・避難所の開設・初期運営

住民自治組織の役割は大きい

上田市一般行政職員約1005名（令和5年度），上田市人口151,869人(R6）

全員出てきたとして職員1人で 173人（指定避難所は66箇所、13.8人/1か所）

発災時に市役所が駆けつけて何でもしてくれるは幻想．．．

自治組織＝ネットワークが機能しないと絶対に対応できない！

地域に合った創意工夫はできる余地あり

常に居る訳ではない→係りは決めるがだれでも代
替可能に

近いから親しい訳ではない→通常のあらゆるコ
ミュニティを活用（趣味サークル連絡網でも良い）

普段から声かけ，連絡がつく人を決めておく

救護法，AED研修なども受けてみる

避難所運営のルール決め，在宅避難者も支援

共助の力を鍛え備える必要がある！

体育館 会議室

ピーク時の一般避難
者数

約７００人：避難
者名簿確認による

（駐車場等での車中泊
避難者は含まれず）

どんな様子だろうか

2016年熊本地震の時の熊本県立かがやきの杜支援学校の様子

・約700人の大勢の人が押しかけた
・体育館も会議室も、教室も満員になった

・小さな子供や、お年寄り、体の悪い人など、いろんな
人がやってきた。
・見ず知らずの人も多い中で、仕切りもない共同生活

物資の受付と管理
物資の受け取りと記録・管理。支援物資の分配計画、保管場所の選定。

大量の支援物資の搬入（道路事情から夜中が多い）、整理、配布



食べたら、トイレに行きたくなる

水が流れない。みんなが使う。
誰も掃除しない

→トイレに行きたくない。病気
になる

→掃除が必要。流すための水が
必要！誰がするの？？？

トイレの水は学校のプールや
近隣の井戸からバケツで運ぶ
。地域の皆が助け合った。

避難者ボランティア活動の様子
（体の不自由な方等への優先的な配付と食事提供準備）

大切なのは、助け合うこと、人を思いやること

５．新たな課題への挑戦

いざという時のために何ができるのか，何が必要なのか？？

避難所運営のためのルールづくり（学校と地域の協議、市や地域内での協議）

自主防内ではどんな役割が必要なのか考える（分担もするが、むしろ誰でも出
来るように）

普段からの練習(避難訓練の機会を使ったDIGや避難所運営訓練（HUG）など）

1.避難所開設･運営訓練

2.タイムラインマップの作成と活用

3.災害図上訓練DIGの取り組み

地域防災
（生涯学習）

防災教育
(学校教育） 企業防災

防災の基本
様々なチャンネルで各世代で

自分の住む地域を知る、
自分達で取り組む！

それから、命をまもる取り組み、訓練

発災〜避難所開設，初期運営については
地域住⺠主体の対応が必要
→防災コア⼈材の育成が鍵

避難⽣活⽀援リーダー／サポーターモデル研修【⻑野県・上⽥市】資料より

避難⾏動 避難誘導 避難所開設 避難所運営

〇学校は管理者の⽴場で避難所に関わる。運営の主体は⾏政と地域住⺠。



・地域防災を担う防災コア⼈材の育成
・防災活動先進モデル地区の形成

防災⼈材モデル地区形成事業
⻑野県・信州⼤学共同事業

事前の備え・発災時
対応

避難⾏動・
誘導 避難所開設 避難所初期

運営

地域での活動

避難所開設初動訓練（2回実施）

モデル①⻑野市松代地区
住⺠主体のスムーズな避難所開設体制づくり

⼩学校での現場確認・話し合い

避難所開設初動リーフレットの作成・配付

リーフレット完成
初動期は班別ではなく全員で！

災害時の避難所で必要な物などを知ることができました。私たち中学⽣が災害時、どのように役⽴てる
かわからないですが少しでも地域の⽅の役に⽴てればいいなと思います。（14歳⼥性）

いろいろな問題意識を持つことできた。実際に訓練・経験することが⼤切であると思う。（66歳男性）

実際に⾏動してみることが⼤切だと思います。（55歳⼥性）

9%
4%
4%

4%

31%

35%

13%

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

●幅広い年代の参加者

●受講⽣の防災意識の変化

●地域内の広がり，学校との協働

⼀⽅で，仕組み作りに⽋かせない 「⾜りない」が明確に⇒R6も取組み中︕



モデル②上⽥市真⽥地域
避難⾏動計画の強化（避難・誘導の進め⽅、いかに逃げるか）

避難計画・経路の確認 避難⾏動/誘導の確認

時間︓時系列でみた地域役員の動きの可視化
⇒いつ・だれが・何をするか

空間︓地域の災害危険度，避難⾏動等の
可視化⇒いつ・だれが・どこで・何をするか

タイムライン 避難行動マップ＋

タイムライン︓⾃治会役員の動きを可視化
⇒ いつ，誰か，何をすべきか

マップ︓地域の災害リスクと避難⾏動をハザードマ
ップ上に可視化
⇒ いつ，誰が，どこで，何をすべきか

客観的な基準を
基に

住⺠のリスク認識
を反映

タイムラインマップの作成⽅法

3. タイムライン
マップの作成・
確認

1. 避難誘導のタイミングを確認

2. 避難経路の確認

タイムライン

警戒レベル ⾏政等からの発令情報

警戒レベルごとに役員はどう動くか、
時系列に沿った⾏動を考える 例︓⻑⾕寺東屋・岩井堂川 河川崩落

。下流⺠家に⼟⽯流が流れ込む。

例︓⾮常時⽤の⾃販機

⾚︓⽔害・⼟砂災害に対する危険箇所
⻘︓資源として使えるもの

例︓⼗林寺公⺠館

住⺠の認識するリスク



マップ︓
避難場所・経路の再考

避難⾏動要⽀援者の避難
誘導にとって重要

タイムラインマップ 2014年神城断層地震震災アーカイブ

2014年地震の災害記憶の継承と活用

当時の写真、体験談を動画で保存し、イ
ンターネットで公開。位置で管理したデ

ータベース

震災当時、どこでなにがあったのか、村
民が何を考え、何に困ったのか、どんな
教訓を得たのか、余すところなく収録

https://kamishiro.shinshu-bousai.jp/
下記HPで公開中

次の災害に備えるためには、過去に起
こったことを教訓としてしっかり伝える必

要。それを支援する取り組みです

https://chikuma-archive.shinshu-bousai.jp/

“猪の満水”（令和元年東日本台風）災害デジタルアーカイブ

○災害のリスクを知る！
震度や被害想定、活断層、浸水・土砂災害など予測を知る

→ただし過信はしない．最低限の目安．柔軟な対応を．

○自然災害（地震・水害など）を我々人類が止めることは無理

○災害発生後の前に準備（予防）すること→避難所開設訓練・
タイムラインマップやDIGで備える

○避難所は自分達のこととして、自主運営が必要（役所は助け
にこない）

そのためには、普段から様々な活動を通して地域の共助力を
鍛える、いざというときにしっかり動ける仕組み、体制を整え
訓練しておくことが大切

地域防災をどう進めるか


